
 

各ラダーの「レベル毎の定義」および「レベル毎の⽬標」 
レベル Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

看
護
実
践
能
⼒ 

レベル毎の定義 

基本的な看護⼿順に従い 
必要に応じ助⾔を得て 

看護を実践する 
標準的な看護計画に基づき 
⾃⽴して看護を実践する 

ケアの受け⼿に合う 
個別的な看護を実践する 

幅広い視野で予測的判断を 
もち看護を実践する 

より複雑な状況において、ケアの受け
⼿にとっての最適な⼿段を選択しQ

OLを⾼める看護を 
実践する 

⽬標 

ニーズを 
とらえる⼒ 

助⾔を得てケアの受け⼿や状
況(場）のニーズをとらえる 

ケアの受け⼿や状況（場）のニーズ
を⾃らとらえる 

ケアの受け⼿や状況(場）の特性を
ふまえたニーズをとらえる 

ケアの受け⼿や状況(場）を統合し
ニーズをとらえる 

ケアの受け⼿や状況(場）の関連や
意味をふまえニーズをとらえる 

ケアする⼒ 助⾔を得ながら、安全な看護
を実践する 

ケアの受け⼿や状況(場）に応じた
看護を実践する 

ケアの受け⼿や状況（場）の特性
をふまえた看護を実践する 

様々な技術を選択・応⽤し看護を
実践する 

最新の知⾒を取り⼊れた創造的な
看護を実践する 

協働する⼒ 関係者と情報共有ができる 看護の展開に必要な関係者を特定
し、情報交換ができる 

ケアの受け⼿やその関係者、多職種
と連携ができる 

ケアの受け⼿を取り巻く多職種の⼒
を調整し連携できる 

ケアの受け⼿の複雑なニーズに対応
できるように、多職種の⼒を引き出し

連携に活かす 

意思決定を
⽀える⼒ 

ケアの受け⼿や周囲の⼈々の
意向を知る 

ケアの受け⼿や周囲の⼈々の意向を
看護に活かすことができる 

ケアの受け⼿や周囲の⼈々に意思
決定に必要な情報提供や場の設定

ができる 

ケアの受け⼿や周囲の⼈々の意思
決定に伴うゆらぎを共有でき、選択

を尊重できる 

複雑な意思決定プロセスにおいて、
多職種も含めた調整的役割を担うこ

とができる 

組
織
的
役
割 

遂
⾏
能
⼒ 

レベル毎の定義 

責任の最も軽い、難易度の最も低い、軽微
な組織の役割を果たす。 

組織の⼀員としての役割が理解で
き、部署の⽬標達成に向けて、基準

や⼿順を順守した⾏動がとれる。
⽇々の看護業務において 

リーダーシップがとれる 

部署内で、組織的役割が遂⾏でき
る。看護チームでは、チームリーダーや
コーディネーターの役割、病棟での係
としては、創造的能⼒を要求される

係の役割を遂⾏できる 

部署内もしくは部署を超えた看護部
組織で、特殊なまたは専⾨的な能
⼒を必要とされる役割を遂⾏し、課

題の明確化ができる 

所属を超え、看護部や病院から求め
られる役割を遂⾏し、その課題に対

し、具体的解決を図れる 

教
育

研
究
能
⼒ 

レベル毎の定義 

⾃⼰の課題を指導によって発⾒し、 
⾃主的な学習に取り組むことができる 

⾃⼰の課題を明確化し、達成に向
けた学習活動を展開することができる 
⾃⼰の学習活動に積極的に取り組
むとともに、新⼈や看護学⽣に対す
る指導的な役割を実践することがで

きる 

⾃⼰のキャリア開発に関して⽬指す
⽅向に主体的に研究に取り組み、

後輩のロールモデルとなることができる 

単独で専⾨領域や⾼度な看護技
術等についての⾃⼰教育活動を展

開することができる。 

主となり研究活動を実践できる。看
護部や病院から求められる教育的

役割がとれる 

 
 


